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一
一
月
二
九
日
の
憲
法
記
念
日

　

去
る
令
和
7
年
11
月
29
日
、
東
京
都
内
で
「
正
統
皇
室
典
範

及
び
正
統
憲
法
の
復
原
改
正
を
求
め
る
国
民
大
集
会
」（
主
催
：

日
本
の
憲
法
記
念
日
を
祝
ふ
会
・
共
催
：
木
原
く
に
や
後
援

会
）
を
東
京
都
内
で
開
催
し
、
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含

め
２
０
０
名
余
り
が
参
加
し
た
。

　

大
日
本
帝
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
の
は
明
治
23
年
11
月
29
日

な
の
で
、
本
来
の
憲
法
記
念
日
は
11
月
29
日
で
あ
る
。
巷
に
い

う
憲
法
記
念
日
（
5
月
3
日
）
は
、
帝
国
憲
法
の
改
正
に
よ
っ

て
占
領
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
「
憲
法
改
正
記
念
日
」
で
あ
る
。

こ
れ
を
憲
法
記
念
日
と
称
す
る
こ
と
自
体
が
虚
偽
で
あ
り
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
よ
る
洗
脳
な
の
で
あ
る
。

　

本
年
は
昭
和
百
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
。昭
和
天
皇
は
、

昭
和
21
年
年
頭
の
御
製
に
「
降
り
積
も
る
み
雪
に
耐
へ
て
色
変

へ
ぬ
松
ぞ
雄
々
し
き
人
も
か
く
あ
れ
」
と
詠
ま
れ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
お
も
ね
っ
て
変
節
し
た
政
治
家
・
官
僚
・
学
者
と
そ
の
後
継

者
た
ち
に
よ
っ
て
今
の
対
米
属
国
の
日
本
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

中
に
あ
っ
て
も
、昭
和
天
皇
の
御
心
に
副
っ
て
「
色
変
へ
ぬ
松
」

た
ら
ん
と
す
る
志
を
同
じ
く
す
る
者
ら
が
、
今
回
の
国
民
大
集

会
に
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

国
会
に
対
す
る
請
願

　

そ
し
て
、
国
会
に
対
し
て
、
正
統
皇
室
典
範
・
正
統
憲
法
の

復
原
改
正
を
求
め
る
請
願
を
行
う
こ
と
に
決
し
、
鈴
木
宗
男
参

院
議
員
が
参
議
院
議
長
宛
て
の
請
願
の
紹
介
議
員
を
引
き
受
け

て
く
だ
さ
っ
た
。

　

鈴
木
参
議
は
、
北
方
四
島
の
問
題
な
ど
で
南
出
喜
久
治
・
祖

国
再
生
同
盟
最
高
顧
問
（
弁
護
士
）
と
長
年
連
携
し
て
こ
ら
れ
、

祖
国
再
生
同
盟
代
表
・
弁
護
士
　
木
原
功
仁
哉
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そ
の
信
頼
関
係
か
ら
、
自
民
党
議
員
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

紹
介
議
員
と
し
て
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
に
、
深
い
感
銘
を
受

け
て
い
る
。

　

請
願
文
書
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
、
長
文
で
あ
る
が
そ
の

ま
ま
転
載
す
る
。

「
日
本
国
憲
法
」（
占
領
憲
法
）
と
「
皇
室
典
範
」（
占
領
典
範
）

に
関
す
る
請
願
書

（
紹
介
議
員　

鈴
木
宗
男
）

請
願
の
趣
旨

１　

日
本
国
憲
法
で
あ
る
と
詐
称
し
続
け
て
ゐ
る
占
領
憲
法
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
軍
事
占
領
下
で
我
が
国
の
独
立
が
奪
は
れ
た
時
期
に

制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
独
立
国
の
憲
法
と
し
て
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
占
領
憲
法
第
９
条
第
２
項
後
段
の
交
戦
権（right 

of belligerency

）
と
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
に
云
ふ
戦

争
権
限
（w

ar pow
ers

）
と
同
義
で
あ
つ
て
、
宣
戦
、
統
帥
、

停
戦
、
講
和
と
い
ふ
一
連
の
戦
争
行
為
を
行
ふ
こ
と
が
で
き
る

権
限
の
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
交
戦
権
が
な
い
こ
と
か
ら
戦

争
状
態
を
終
了
さ
せ
る
講
和
行
為
を
行
ひ
え
な
い
占
領
憲
法
が

仮
に
憲
法
で
あ
れ
ば
、
我
が
国
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
に
よ
つ
て
戦
争
状
態
を
終
結
さ
せ
独
立
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
我
が
国
は
大
日

本
帝
国
憲
法
第
13
条
の
講
和
大
権
に
よ
つ
て
戦
争
状
態
を
終
了

さ
せ
て
独
立
を
回
復
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
大
日
本

帝
国
憲
法
は
現
存
し
て
ゐ
る
の
で
す
。

２　

つ
ま
り
、
占
領
憲
法
は
、
無
効
規
範
の
転
換
理
論
を
定
め

た
大
日
本
帝
国
憲
法
第
76
条
第
１
項
に
よ
り
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

の
受
諾
と
降
伏
文
書
の
調
印
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
講
和
条
約
群
の
一
つ
と
し
て
評
価
さ

れ
る
も
の
で
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
下
位
規
範
と
し
て
認
め
ら

れ
る
も
の
で
す
。

３　

そ
し
て
、
昭
和
44
年
８
月
１
日
に
岡
山
県
の
奈
義
町
議
会

が
『
大
日
本
帝
国
憲
法
復
原
決
議
』
を
可
決
し
た
や
う
に
、
国

家
に
と
つ
て
他
国
に
よ
る
干
渉
行
為
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
ま

づ
は
原
状
回
復
を
な
す
べ
き
こ
と
が
国
際
的
に
も
普
遍
の
条
理

で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

４　

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
、
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）
に
奪

は
れ
た
北
方
領
土
、
韓
国
に
奪
は
れ
た
竹
島
に
つ
い
て
、
す
べ

て
完
全
な
原
状
回
復
を
実
現
す
る
こ
と
が
我
が
国
の
基
本
方
針

で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
が
国
の
国
法
体
系
に
つ
い
て

　
昭
和
百
年
の
憲
法
記
念
日

祖
国
再
生
へ
の
憲
法
論 
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も
同
様
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

５　

ま
し
て
や
、
ご
皇
室
の
家
法
で
あ
る
明
治
22
年
に
制
定
さ

れ
た
正
統
な
る
皇
室
典
範
は
大
日
本
帝
国
憲
法
な
ど
と
同
列
の

国
家
の
最
高
規
範
で
あ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、
こ
れ
を
廃
止
さ

せ
た
上
、
占
領
憲
法
下
で
同
じ
名
称
を
付
け
た
昭
和
22
年
の
法

律
で
あ
る
皇
室
典
範
（
占
領
典
範
）
は
、
法
令
偽
装
の
典
型
で

あ
つ
て
、
国
民
主
権
の
占
領
憲
法
に
よ
り
、
国
民
を
主
人
と
し

天
皇
を
家
来
と
す
る
不
敬
不
遜
の
極
み
で
あ
る
皇
室
弾
圧
法
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

６　

我
々
臣
民
と
し
て
は
、
国
民
主
権
と
い
ふ
傲
慢
な
思
想
を

直
ち
に
放
棄
し
て
、
速
や
か
に
占
領
典
範
と
占
領
憲
法
の
無
効

確
認
を
行
つ
て
正
統
典
範
と
正
統
憲
法
の
現
存
確
認
を
し
て
原

状
回
復
を
成
し
遂
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、

拉
致
問
題
、
領
土
問
題
、
教
育
問
題
、
原
発
問
題
な
ど
に
つ
い

て
も
原
状
回
復
に
よ
る
解
決
が
図
ら
れ
、
祖
国
の
再
生
が
実
現

し
う
る
も
の
と
確
信
し
、
昭
和
百
年
の
憲
法
記
念
日
に
以
下
の

事
項
を
請
願
し
ま
す
。

二　

請
願
事
項

１　

憲
法
問
題
、典
範
問
題
、拉
致
問
題
、領
土
問
題
、教
育
問
題
、

原
発
問
題
な
ど
の
解
決
の
た
め
に
必
要
な
国
家
再
生
の
基
軸
は
、

原
状
回
復
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
国
会
議
員
全
員
が

自
覚
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

２　

占
領
憲
法
が
憲
法
と
し
て
は
無
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

大
日
本
帝
国
憲
法
が
現
存
す
る
こ
と
の
国
会
決
議
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

３　

占
領
典
範
の
無
効
を
確
認
し
、
ご
皇
室
の
家
法
で
あ
る
明

治
典
範
そ
の
他
の
宮
務
法
体
系
を
復
活
さ
せ
、
ご
皇
室
の
自
治

と
自
律
を
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
衆
議
院
の
請
願
の
紹
介
議
員
が
当
日
ま
で
に
確

保
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
衆
議
院
に
は
紹
介
議
員
な
し
の
ま
ま

で
南
出
顧
問
が
請
願
す
る
。

　

請
願
と
し
て
は
受
理
さ
れ
な
い
と
の
通
知
が
当
然
に
来
る
の

で
、
議
会
請
願
に
の
み
紹
介
議
員
が
必
要
と
す
る
制
度
が
法
の

下
の
平
等
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
、
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
戦
い
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

本
件
の
請
願
の
よ
う
に
、
内
容
的
に
紹
介
議
員
を
確
保
で
き
な

い
請
願
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
国
民
の
請
願
権
（
帝
国
憲

法
30
条
、
占
領
憲
法
16
条
）
を
保
障
す
る
た
め
に
も
、
例
え
ば

昭和百年の憲法記念日

当
番
制
の
紹
介
議
員
の
制
度
に
し
て
、
当
番
に
当
た
っ
た
者
に

は
紹
介
議
員
と
な
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
請
願
権
を
確
保
す
る

制
度
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
・
中
松
氏
の
「
海
軍
魂
」

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
長
年
、
南
出
顧
問
と
と
も
に
真
正
護
憲
論

を
唱
え
て
、
東
京
都
知
事
選
挙
に
何
度
も
立
候
補
し
た
中
松
義

郎
（
ド
ク
タ
ー
・
中
松
）
氏
（
97
歳
）
が
、
3
年
後
の
１
０
０

歳
に
し
て
都
知
事
選
へ
の
立
候
補
を
表
明
し
た
こ
と
に
、
思
わ

ず
背
筋
が
伸
び
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　

海
軍
の
出
身
で
あ
る
中
松
氏
は
、
世
界
的
に
も
著
名
な
発
明

家
で
あ
り
、
真
正
護
憲
論
を
「
憲
法
学
の
創
造
だ
」
と
絶
賛
し

た
ほ
ど
で
あ
る
が
、
齢
１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
真
正
護
憲
論
を

掲
げ
て
立
候
補
を
決
意
す
る
の
は
、
中
松
氏
の
海
軍
魂
、
軍
人

魂
そ
の
も
の
で
あ
り
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
「
大
和
魂
」
に
外
な

ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
平
成
24
年
、
東
京
都
議
会
に
お
い
て
大
日
本
帝
国

憲
法
復
原
を
求
め
る
請
願
採
択
に
賛
成
し
た
4
名
の
都
議
の
う

ち
の
一
人
で
あ
る
土
屋
敬
之
・
元
都
議
は
、
都
合
に
よ
り
集
会

に
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
あ
ら
か
じ
め
預
か
っ
て
い

た
、
熱
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。
土
屋
元
都
議

は
、
平
成
24
年
6
月
13
日
、
占
領
憲
法
が
無
効
で
あ
る
こ
と
に

関
す
る
石
原
慎
太
郎
都
知
事
の
見
解
を
都
議
会
の
一
般
質
問
で

求
め
、
石
原
都
知
事
が
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
の
答
弁
を
引
き

出
し
て
く
れ
た
。
我
々
は
、
こ
う
し
た
先
達
の
力
強
い
言
葉
を

意
気
に
感
じ
て
、
祖
国
再
生
の
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
そ
う
と

の
思
い
を
新
た
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

我
々
の
運
動
の
当
面
の
目
標
は
、
昭
和
44
年
8
月
1
日
の
岡

山
県
奈
義
町
の
大
日
本
帝
国
憲
法
復
原
決
議
（
可
決
）
に
続
く

決
議
を
全
国
の
地
方
議
会
で
行
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

同
志
の
地
方
議
員
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。

　

4
年
後
の
令
和
11
年
は
、
奈
義
町
決
議
の
60
周
年
と
な
る
の

で
、
そ
れ
ま
で
に
ど
こ
か
の
地
方
議
会
で
奈
義
町
決
議
に
続
く

決
議
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
決
議
で
き
な
く

て
も
そ
の
提
案
を
し
続
け
る
運
動
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
先
に
政
治
的
な
変
化
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

集
会
終
了
後
、
千
代
田
区
・
中
央
区
内
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、

銀
座
周
辺
で
は
、
多
く
の
通
行
人
が
私
た
ち
の
主
張
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。日
章
旗
と
旭
日
旗
が
堂
々
と
掲
げ
ら
れ
た
行
進
は
、

誠
に
壮
観
で
あ
っ
た
。
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